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研究成果の概要（和文）：本研究では，過疎化地域における複合災害の軽減に着目し，リアルタイムに利用可能
な災害軽減システムを構築した．現地における最新データの更新により被害発生箇所や避難者行動を把握するシ
ステムへ拡張した．また，災害発生直後の避難に着目し，安心かつ迅速に避難できるシステムである避難共助支
援システムの開発を行った．EMSSは周囲の人と協力して情報を収集し避難支援を行う．周辺の被災状況や周囲の
人の行動が分かれば，より安心して避難ができる．作成したアプリケーションを用いた小規模範囲に準備された
空間における避難実験に関する検討を行うとともに災害時における位置情報の共有に関する有用性についての検
討を行った

研究成果の概要（英文）：In this study, we constructed to the disaster reduction system of under 
earthquake disaster in real time in the depopulation area. We were expanded to the system which 
grasped a damage outbreak point and a refugee action by the update of the latest data in the field.
We also proposed a new system “Emergency Mutual Support System (EMSS)” to support mutual 
evacuation during disaster. EMSS was proposed as a mobile application in which everyone could use 
easily. When EMSS also automatically start during emergency, we collect positional information of 
the person from the mobile units mutually. The positional data and moving speed can be shared in 
each mobile unit, and evacuation behavior of the person can be comprehended. The mobile user can 
select a suitable evacuation route depending on the situation. Implementation experiment of pairing 
using EMSS was planned carried out in a small area. An evacuation experiment was also carried out 
using an existing application for friend searching.

研究分野： 自然災害科学
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１． 研究開始当初の背景 
過去に大きな災害に襲われた地域の多

くは小規模な地方都市，もしくは過疎化が

進行している農山魚村地域であり，共通し

て超高齢化・少子化の問題を抱えている．

高齢者の多くは避難に時間を要することか

ら，早めの避難勧告が重要となる。一方，

超高齢化・少子化社会が進む地方自治体に

おいては，危機管理担当者の数も経験も十

分とはいえず，避難勧告の遅れが被害者数

の増加を招く恐れがある。しかし，むやみ

な避難勧告による高齢者の健康影響も考慮

する必要があることから，適切な判断が求

められる。 
しかし，被害推定のためのデータは各機

関に個別に管理されており，現場データの

各機関の既存データは一元管理に利用する

ことができない，自治体担当者は現場デー

タと各機関のデータを別々に参照して被害

発生箇所を推定せざるを得ないのが現状で

ある。このような背景から，過疎化が進む

自治体の担当者がリアルタイムで利用可能

な，複合災害被害軽減のための新たなシス

テムの構築が不可欠であると考えた。 
 

２． 研究の目的 
本研究では，「過疎化高齢化地域」にお

ける「地震災害を伴う複合災害」を対象と

し，僅かな防災危機管理担当者にもリアル

タイムに活用可能な情報リポジトリによる

被害軽減システムを構築する．このとき情

報分野において最近利用され始めたクラウ

ドの情報共有を有効に使い(図 1,2 参照)，
最新データを取り込んだ被害発生箇所を現

地で推定し，即時避難へとつなげるシステ

ムへと拡張することを目的とする。 
 

３． 研究の方法 
過去に大規模な地震災害を経験した新

潟県長岡市山間部を対象として，被害デー

タや地盤等のデータを収集し，これらのデ

ータを用いて被害要因分析を行い，複合災

害被害予測手法を開発する。同時に，避難

情報に結び付ける支援システムを開発する。 

 
４． 研究成果 

過去に大規模な地震災害を経験した地

区（小規模）を対象として，被害データや

地盤等のデータを収集し，これらのデータ

を用いて被害要因分析を行い，複合災害被

害予測手法を開発した。同時に，避難情報

に結び付ける支援システムを開発する。 

現地における複数回のワークショップ

を開催し，システムの問題点を抽出すると

ともに，利用者のニーズを調査し，避難共

助システムの開発を行った。最終的に閉塞

箇所を考慮した避難共助の実験を行った結

果，避難時間の短縮方法や安全な避難経路

の探索法がわかった。 
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